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東日本大震災発生から１年
平
成
23
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46

分
、
宮
城
県
牡
鹿
半
島
の
東
南
東
沖

１
３
０
㎞
の
海
底
を
震
源
と
し
て
発

生
し
た
地
震
は
、
国
内
に
お
け
る
観

測
史
上
最
大
の
規
模
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
９・
０
を
記
録
し
、
東
北
地
方
と
関

東
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
部
に
壊
滅
的

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
の
未
曽
有
の
大
震
災
で
は
、
津

波
に
よ
り
多
数
の
方
が
犠
牲
と
な
り
、

家
屋
な
ど
の
財
産
を
失
い
ま
し
た
。

大
震
災
に
伴
う
東
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
で
は
、
人

体
へ
の
影
響
面
か
ら
多
数
の
方
が
避

難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
さ
ら
に

は
、
農
作
物
な
ど
か
ら
検
出
さ
れ
た

残
留
放
射
性
物
質
の
た
め
の
出
荷
規

制
な
ど
の
措
置
は
、
生
産
者
に
大
き

な
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。

こ
の
事
故
は
、
山
北
町
を
主
要
産

地
と
す
る
「
足
柄
茶
」
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
、
出
荷
停
止
や
風
評

被
害
な
ど
、
生
産
者
の
方
の
被
害
は

多
大
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

大
震
災
か
ら
ま
も
な
く
１
年
と
な

り
ま
す
が
、
被
災
地
の
復
興
へ
の
支

援
や
農
作
物
の
風
評
被
害
へ
の
対
応

は
、
継
続
的
・
長
期
的
な
対
策
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
震
災
に
伴
う
原
発
事
故
で
は
、
県
内

産
の
茶
葉
か
ら
暫
定
規
制
値
を
超
え
る
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
、
県
内
10
市

町
村
の
産
地
が
出
荷
制
限
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、
県

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
い
ち
早
く
除
染

対
策
へ
の
研
究
、
技
術
の
開
発
や
指
導
が

行
わ
れ
、
ま
た
生
産
者
に
よ
る
除
染
の
た

め
の
栽
培
管
理
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
昨

年
末
ま
で
に
山
北
町
を
含
む
９
市
町
村
の

出
荷
規
制
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
規
制
解
除
後
の
風
評
被
害
へ
の

取
り
組
み
と
し
て
、
今
年
の
出
荷
時
期
に

合
わ
せ
、
県
で
は
茶
摘
み
ツ
ア
ー
や
ホ
テ

ル
で
の
試
飲
会
、
デ
パ
ー
ト
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
新
茶
販
売
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や

足
柄
茶
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
よ
る
呈
茶
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
安
全
Ｐ
Ｒ
な
ど
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
も
、
役
場

庁
舎
や
道
の
駅
山
北
、
ふ
る
さ
と
交
流

セ
ン
タ
ー
で
、
安
全
啓
発
の
横
断
幕
や
パ

ネ
ル
、
の
ぼ
り
旗
を
設
置
し
、
役
場
防
災

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
缶
入
り
の
足
柄
茶
を

配
布
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
時
や
マ
ス
コ
ミ
等
に
も
安
全

性
を
訴
え
て
い
き
ま
す
。

茶
に
対
す
る
関
係
機
関
の
取
り
組
み
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細谷　順司 さん
県農協茶業センター

茶業運営委員長
足柄茶生産者

細谷　善國 さん
荒茶工場経営

足柄茶生産者

出荷に向けて今年も作業が始まっています

生
産
者
の
方
の
声

昨
年
の
出
荷
制
限
は
、
生
産
者
に
と
っ
て

は
大
変
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
除

染
の
た
め
に
行
っ
た
中
切
り
や
深
刈
り
更
新

作
業
が
、
今
年
１
月
末
に
茶
軽
減
実
証
事
業

と
し
て
40
％
程
度
補
償
さ
れ
、
少
し
で
も
補

償
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
生
産
意
欲
の
維

持
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
基
準
「
飲
用
で
10
ベ
ク
レ

ル
以
下
」
は
、
生
葉
で
は
１
０
０
ベ
ク
レ
ル

以
下
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
除
染
の

対
策
後
、
昨
年
秋
に
茶
農
家
個
人
を
対
象
と

し
て
行
わ
れ
た
簡
易
検
査
で
は
、
放
射
性
物

質
は
検
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
今
年
は

出
荷
で
き
る
だ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
出
荷
前
の
検
査
結
果
に
よ
り
ま
す
の

で
、
期
待
と
不
安
と
両
方
の
気
持
ち
が
あ
り

ま
す
が
、
除
染
作
業
は
、
全
生
産
者
が
安
心

安
全
な
お
茶
が
飲
め
る
よ
う
に
努
力
し
た
結

果
で
す
の
で
、
今
年
は
是
非
出
荷
し
て
、
風

評
被
害
を
払
拭
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

足
柄
茶
は
、
平
成
22
年
度
産
で
は
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
茶
の
共
進
会
で
入
賞
し
、
ワ
イ
ン
ボ

ト
ル
茶
と
し
て
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋

経
済
協
力
会
議
）
で
各
国
の
要
人
に
振
舞
わ

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
震
災
の
影

響
を
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
再

び
良
い
お
茶
が
出
来
て
、
足
柄
茶
の
名
前
が

広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

大
震
災
に
伴
う
原
発
事
故
で
は
、
県
内

産
の
茶
葉
か
ら
暫
定
規
制
値
を
超
え
る
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
、
県
内
10
市

町
村
の
産
地
が
出
荷
制
限
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、
県

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
い
ち
早
く
除
染

対
策
へ
の
研
究
、
技
術
の
開
発
や
指
導
が

行
わ
れ
、
ま
た
生
産
者
に
よ
る
除
染
の
た

め
の
栽
培
管
理
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
昨

年
末
ま
で
に
山
北
町
を
含
む
９
市
町
村
の

出
荷
規
制
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
規
制
解
除
後
の
風
評
被
害
へ
の

取
り
組
み
と
し
て
、
今
年
の
出
荷
時
期
に

合
わ
せ
、
県
で
は
茶
摘
み
ツ
ア
ー
や
ホ
テ

ル
で
の
試
飲
会
、
デ
パ
ー
ト
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
新
茶
販
売
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や

足
柄
茶
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
よ
る
呈
茶
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
安
全
Ｐ
Ｒ
な
ど
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
も
、
役
場

庁
舎
や
道
の
駅
山
北
、
ふ
る
さ
と
交
流

セ
ン
タ
ー
で
、
安
全
啓
発
の
横
断
幕
や
パ

ネ
ル
、
の
ぼ
り
旗
を
設
置
し
、
役
場
防
災

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
缶
入
り
の
足
柄
茶
を

配
布
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
時
や
マ
ス
コ
ミ
等
に
も
安
全

性
を
訴
え
て
い
き
ま
す
。

昨
年
の
出
荷
制
限
で
は
、
出
荷
し
た
お
茶

が
生
産
者
に
戻
さ
れ
、
茶
園
に
ま
く
と
い
う

指
導
に
な
り
ま
し
た
が
、
せ
っ
か
く
作
っ
た

お
茶
を
茶
園
に
ま
く
と
い
う
の
は
本
当
に
辛

い
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
、
除
染
の
対
策
と

し
て
、
茶
の
中
切
り
や
深
刈
り
更
新
を
し
た

事
に
よ
り
、
秋
冬
番
茶
の
生
葉
の
検
査
結
果

で
は
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下
で
し
た
の
で
、

今
年
は
出
荷
で
き
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。そ

の
一
方
で
は
、
規
制
の
方
法
が
見
直
さ

れ
飲
用
の
状
態
で
10
ベ
ク
レ
ル
以
下
と
さ
れ

る
よ
う
な
の
で
、
ク
リ
ア
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
油
断
は
で
き
な

い
状
態
だ
と
思
い
ま
す
。
２
年
続
け
て
出
荷

が
で
き
な
い
と
な
る
と
、
生
産
を
辞
め
る
人

も
出
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

今
年
は
何
と
か
ク
リ
ア
で
き
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
間
も
な
く
新
芽
が
出
始
め
ま

す
の
で
、
霜
な
ど

の
被
害
を
防
ぐ

管
理
も
し
っ
か
り

行
っ
て
、み
な
さ
ん

に
安
全
で
安
心
な

お
い
し
い
お
茶
を

飲
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
に
、
昨
年
出

荷
で
き
な
か
っ
た

分
も
希
望
を
持
っ

て
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

国
は
、
今
年
４
月
か
ら
、
食
品
に
含
ま
れ
る
放

射
性
物
質
の
新
た
な
基
準
値
を
適
用
す
る
こ
と
を

発
表
し
、
お
茶
は
生
葉
、
荒
茶
で
の
検
査
が
、
新

基
準
で
は
飲
料
水
と
同
様
に
、
飲
用
の
状
態
で
の

基
準
値
10
ベ
ク
レ
ル
以
下
が
適
用
さ
れ
る
予
定
で

す
。現

在
、
販
売
中
の
秦
野
産
（
昨
年
）
の
お
茶

の
検
査
値
が
、
５
ベ
ク
レ
ル
以
下
（
定
量
限
界
値

未
満
）
の
新
基
準
値
以
内
で
あ
る
事
か
ら
、
楽
観

は
出
来
な
い
が
、
今
年
の
山
北
産
の
お
茶
も
出
荷

で
き
る
見
通
し
で
あ
り
、
足
柄
茶
の
信
頼
回
復
に

向
け
た
再
ス
タ
ー
ト
の
年
と
し
て
、
町
と
し
て
も

風
評
被
害
の
払
拭
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
足
柄
茶
の
振
興
の
た
め
に
出
来

る
限
り
の
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
の
足
柄
茶
の
見
通
し

「消防の広域化」について

東
日
本
大
震
災
犠
牲
者

の
ご
冥
福
を
祈
り

黙
と
う
を
･
･
･ 

－足柄消防組合、小田原市消防本部、真鶴町－

小田原市、南足柄市、中井町、大井町、松田町、
山北町、開成町、真鶴町の２市６町では、昨年９
月に神奈川県西部消防広域化協議会を発足させ、
県西地域における「消防広域化」の実施の是非に
ついて協議を進めてきました。

そして、平成２４年１月３０日に開催された同
協議会第３回会議（首長会議）において、広域化
への参画是非に係る最終確認を行ったところ、広
域化により消防力が強化され、消防にかかる経費
が軽減されることから、２市６町全ての首長が消
防広域化に参画するとの意思を表明しました。今
後、各市町の議会で議決がされた場合、平成２５
年３月３１日から新たに広域化された消防本部が
スタートとなります。

町では、今後の消防の広域化についての経過等
につきましては、町民の皆さまに随時お知らせし
ていきます。

町
で
は
、
地
震
が
発
生
し
た

３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
に
、

防
災
行
政
無
線
の
サ
イ
レ
ン
を

合
図
に
20
秒
間
黙
と
う
を
行
い

ま
す
。

こ
の
地
震
で
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
す
る
と
共
に
、
被
災
地
が
一

日
で
も
早
く
復
興
で
き
る
よ
う

黙
と
う
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
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県統計大会で表彰！！
県統計グラフコンクールに２名佳作 川村小学校が学校表彰
昨年９月に行われた「町統計グラフコンクール」の入選作品について、「第６０回

神奈川県統計グラフコンクール」に出品したところ、松井しおりさん、髙橋史帆さん
が佳作を受賞しました。また、川村小学校が統計教育の普及向上に寄与した功績が認
められ、特別賞を受賞しました。なお、川村小学校は２月４日（土）神奈川県民ホー
ルで開催された「第６１回神奈川県統計大会」で表彰式に臨み、賞状を伝達されました。

受賞者（敬称略）
【特別賞（学校表彰）】
川村小学校

【第１部（小学校１・２年生）】
佳作　『私の一つぼのうえん』
清水小２年　松井しおり

【第４部（中学生）】
佳作　『少子化の原因は？？』
山北中２年　髙橋史帆

４月から県西地域の県の窓口が変わります！
県西地域※の一体的な地域づくりを推進し､ 防災力を強化します。

※小田原･南足柄市､ 中井･大井･松田･山北･開成･箱根･真鶴･湯河原町

○地域県政総合センター
足柄上と西湘の地域県政総合センターを再編し､ ｢県西地域県政総合センター｣ として県小田原合同庁舎に

設置します。なお､ 一部の業務は県足柄上合同庁舎で実施します。

4月以降の窓口 ３月までの組織・窓口と変更点
（名称）県西地域県政総合センター 名称 変更の内容

県小田原合同庁舎
　小田原市荻窪350-1　電話 0465-32-8000 西湘地域

県政総合
センター

４月から「森林課」を足柄上合同
庁舎へ移転します。その他の課に
ついては、県小田原合同庁舎で業
務を実施します。

　・管理､ 企画､ 防災・防犯､ 県民相談､ 青少年の健全育成､ 商工業、観光振興
　・自然環境保全、廃棄物対策、公害防止、工業保安
　・地域農政の推進、農地利用調整、農業基盤整備
県足柄上合同庁舎
　足柄上郡開成町吉田島2489-2　電話 0465-83-5111 足柄上地域

県政総合
センター

４月から ｢森林部｣､ ｢県民・安全
防災課｣ の防災･防犯と県民相談
及び農政に関する相談の窓口を
除き､ 県小田原合同庁舎へ移転し
ます。

　・森林管理、治山、林道、水源林整備
　・足柄上地域の防災・防犯と県民相談
　・足柄上地域の農政に関する巡回相談（注）	
　　注：予約は県小田原合同庁舎にて電話で受付

○土木事務所
小田原と松田の土木事務所を再編し､ ｢県西土木事務所｣ と ｢同・小田原土木センター｣ となります。

４月以降の窓口 ３月までの組織･窓口と変更点
名称 場所 名称 変更の内容

県西土木
事務所

県足柄上合同庁舎
足柄上郡開成町吉田島2489-2
電話 0465-83-5111

松田土木
事務所

４月から県足柄上合同庁舎に移転し､ 県西土木事務所
が業務を引き継ぎます。

県西土木事務所
小田原土木
センター

県小田原土木センター
小田原市東町5-2-58
電話 0465-34-4141

小田原土木
事務所

４月から小田原土木センターが業務を引き継ぎます。
庁舎の場所に変更はありません。
ただし、開発許可､ 建築確認等の業務については、詳
細を別途、小田原土木事務所ホームページ等でお知ら
せします。

【問合せ】 ▼地域県政総合センターの再編については､
　　　　　　足柄上地域県政総合センター 総務課　　（電話）　0465-83-5111（内線206）
　　　　 ▼土木事務所の再編については､
　　　　　　松田土木事務所 管理課　　（電話） 0465-83-0331（内線210）
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森林を取得した場合は届け出が必要です　

無人化となる山北駅

昨
年
４
月
の
森
林
法
改
正
に
よ
り
、
今

年
４
月
以
降
、
森
林
の
土
地
所
有
者
と

な
っ
た
方
は
、
市
町
村
長
へ
の
事
後
届
け

出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

届
出
対
象
者

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相
続

等
に
よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し

た
方
は
、
面
積
に
関
わ
ら
ず
届
け
出
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
国
土

利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地
売
買
契
約
の

届
け
出
を
提
出
し
て
い
る
方
は
対
象
外
で

す
。届

出
期
間

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90
日

以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村

の
長
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
事
項

届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
前
所
有
者
の

住
所
氏
名
、
所
有
者
と
な
っ
た
年
月
日
、

所
有
権
移
転
の
原
因
、
土
地
の
所
在
場

所
・
面
積
と
と
も
に
、
土
地
の
用
途
等
を

沼

津

大

岡

下
土
狩

長
泉
な
め
り

裾

野

岩

波

富
士
岡

南
御
殿
場

御
殿
場

足

柄

駿
河
小
山

谷

峨

山

北

東
山
北

松

田

相
模
金
子

上
大
井

下
曽
我

国
府
津

記
載
し
ま
す
。
添
付
書
類
と
し
て
、
登
記

事
項
証
明
書
（
写
し
も
可
）
又
は
土
地
売

買
契
約
書
な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ
と
が

分
か
る
書
類
の
写
し
、
土
地
の
位
置
を
示

す
図
面
が
必
要
で
す
。

【
問
合
せ
】

産
業
観
光
課
森
林
づ
く
り
班

（
電
話
）
７
５
―
３
６
４
６

足
柄
上
地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
森
林
課

（
電
話
）
８
３
―
５
１
１
１
（
代
表
）

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
が

　
　
　
　
　
　
　
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

山北駅が無人駅となります
　町の玄関口である御殿場線の山北駅を、３月17日のダ
イヤ改正に伴い駅員無配置にするとの方針が、唐突にＪ
Ｒ東海より示されました。
　本町をはじめ御殿場線沿線の15市町で組織する御殿場
線輸送力増強促進連盟では、直ちにＪＲ東海に対し、山
北駅を中心としたまちづくりや、町全体の防犯・防災上
で懸念があることから無人化について、ＪＲの使命とし
て考え直してもらいたいと要請しましたが、ＪＲ東海か
らは、「公共交通機関であることは承知しているが、近年の山北駅の利用状況を勘案した結果、予定どおり駅員
の無配置は実施せざるを得ない。また、山北駅の利用者対応は乗務員や到着駅で対応する。」との回答でした。
　山北駅の駅員体制は、平成13年に24時間体制から12時間体制に変更されていましたが、今回、山北駅、駿
河小山駅の両駅が無人化となります。
　町では、無人化による弊害を防ぐためJR東海等と協議して新たな山北駅舎の利用方法を検討していきます。

御殿場線の駅員配置（３月17日以降の予定）

※着色されている駅のみ駅員が配置されることになります。
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
問
題

平成１９年　　４１８件
平成２０年　　５１５件
平成２１年　　７８６件
インターネット上の人権侵犯事件

（法務省）

みんなのしあわせ   わたしのねがいみんなのしあわせ   わたしのねがい

ひと
やさしさとは　　人のいたみがわかること
あたたかさとは　　助け合う心
ふれあいとは　　共に生きようとすること

たす あ こころ

とも い

それはやさしさ・    あたたかさ・ふれあい
「 人   権 」・・・   じんけん

2012年3月 第91号
山北町教育委員会

　と も だ ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詞　　　　：mon ＆大島一樹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作　　　曲：mon
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補作・編曲：石橋序佳

件
、
名め
い

誉よ

毀き

損そ
ん

二
九
五
件
（
平
成
二
一
年
度
）

で
、
こ
の
２
項こ
う
も
く目
で
事
件
全ぜ
ん
た
い体
の
八
七
％
を
占し

め

て
い
ま
す
。
事
件
と
し
て
表
れ
な
い
も
の
も
考
え

ま
す
と
、
そ
の
深し
ん
こ
く刻
さ
は
計は
か

り
知し

れ
な
い
も
の
が

予よ

想そ
う
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事じ

態た
い

の
改か
い
ぜ
ん善
を
図
る
た
め
「
プ
ロ

バ
イ
ダ
責せ
き
に
ん
せ
い
げ
ん
ほ
う

任
制
限
法
」「
個こ

人じ
ん
じ
ょ
う
ほ
う

情
報
の
保ほ

ご護
に
関
す

る
法ほ
う
り
つ律
」
等
が
制せ
い
て
い定
さ
れ
る
な
ど
の
対た
い
さ
く策
が
取
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

〇
相あ
い
手て

の
立た
ち
場ば

を
考
え
、表
ひ
ょ
う
げ
ん現
等
に
気
を
つ
け
る
。

〇
差
別
的
な
こ
と
は
書
き
込
ま
な
い
。

〇
う
そ
や
不ふ

確た
し
か
な
こ
と
は
書
き
込
ま
な
い
。

〇
個
人
情
報
は
書
き
込
ま
な
い
。

等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
上
の
マ
ナ
ー
（
ネ
チ
ケ
ッ

ト
）
に
留り
ゅ
う
い意

す
る
必ひ
つ
よ
う要

が

あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
簡か
ん
た
ん単

に
情
じ
ょ
う
ほ
う
し
ゅ
う
し
ゅ
う

報
収
集
や

発は
っ
し
ん信

が
で
き
る
た
い
へ
ん
便べ
ん

利り

な
道ど
う

具ぐ

で
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
匿と
く
め
い名
で
情
報
発
信
が
で
き
る
と
い

う
利り

便べ
ん
せ
い性
が
悪あ
く
よ
う用
さ
れ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
電で
ん

子し

掲け
い

示じ

板ば
ん

に
他た

人に
ん

を
誹ひ
ぼ
う
ち
ゅ
う
し
ょ
う

謗
中
傷
し
た
り
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
侵
害
す
る
情
報
が
掲け
い
さ
い載
さ
れ
た
り
、
差さ

別べ
つ

を
助じ
ょ
ち
ょ
う長す
る
書か

き
込こ

み
が
行
な
わ
れ
る
な
ど
の
事じ

例れ
い
が
後あ
と
を
絶た

ち
ま
せ
ん
。

こ
の
表
を
見
る
と
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

関
わ
る
人
権
侵し
ん
ぱ
ん犯
事じ

件け
ん

は
、
前ぜ
ん

年ね
ん

比ひ

、

二
三
％
、
五
三
％
と

そ
の
割わ
り
あ
い合

が
年ね
ん
ね
ん
ぞ
う

々
増

加か

し
て
い
ま
す
。

内う
ち
わ
け訳

で
は
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
侵
害
三
九
一

５秒
びょう

にひとり　食
たべ

べるものがなくて
ぬくもりなくす　ともだちがいるんだ

５分
ふん

に８人
にん

　飲
の

める水
みず

がなくて
ぬくもりなくす　ともだちがいるんだ

おちこんだりって　すばらしいこと
つないだ手

て
が　あたたかいから

気
き

づけるはずさ　ともだち
　　　みんなに伝

つた
えて　ともだち

　　　勇
ゆ う き

気をだして　手
て

をさしのべたら
ぬくもりつづく　ともだちがいるんだ

見
み

えないままじゃ　不
ふ こ う

幸なこと
歩
ある

くための　みちしるべなんだ

気
き

づけるはずさ　ともだち
みんなに伝

つた
えて　ともだち

わかりあえるって　しあわせなこと
つないだ手

て
が　あたたかいから

感
かん

じあいたい　ともだち
たしかめてごらん　ともだち

感
かん

じあいたい　ともだち
たしかめてごらん　ともだち

第62回全国人権・同和教育研究大会　　佐賀大会イメージソング

人じ
ん
け
ん権

と
は｢

私
た
ち
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
も
っ

て
い
る
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め

の
、
誰だ
れ

か
ら
も
侵お
か

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
基き

本ほ
ん

的て
き

な

権け
ん

利り｣
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
に
様さ
ま
ざ
ま々

な
人
権
侵し
ん
が
い害
を
受う

け
、
悩な
や

み
苦く
る

し
ん
で
い
る
多
く

の
方
々
が
い
る
こ
と
も
事じ

実じ
つ
で
す
。

詩｢

と
も
だ
ち｣
は
、
第
六
十
二
回
全ぜ
ん
国こ
く
人
権
・

同ど
う
わ
き
ょ
う
い
く
け
ん
き
ゅ
う
た
い
か
い

和
教
育
研
究
大
会
佐さ

が賀
大
会
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン

グ
で
す
。

い
つ
の
時じ

代だ
い

に
お
い
て
も
様
々
な
人
権
侵
害
の

最さ
い
だ
い大
の
被ひ
が
い
し
ゃ

害
者
は
子
ど
も
で
す
。
私
た
ち
は
こ
の

詩
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
る
と
と

も
に
、
今
地ち
き
ゅ
う
じ
ょ
う

球
上
に
生
き
て
い
る
一
つ
の
命
と
し

て
、
た
が
い
の
「
ぬ
く
も
り
」
を
共き
ょ
う
ゆ
う有す
る
た
め

に
何
が
で
き
る
か
を
と
も
に
考
え
る
必ひ
つ
よ
う要
が
あ
り

ま
す
。
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マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
（
社
し
ゃ
か
い
て
き
じ
ゃ
く
し
ゃ

会
的
弱
者
）
の
人
権

Ｌ：女性同
どうせいあいしゃ

性愛者　
Ｇ：男性同性愛者
Ｂ：両性愛者　　
Ｔ：性転

てんかんしゃ

換者

みんなのしあわせ   わたしのねがいみんなのしあわせ   わたしのねがい

ひと
やさしさとは　　人のいたみがわかること
あたたかさとは　　助け合う心
ふれあいとは　　共に生きようとすること

たす あ こころ

とも い

それはやさしさ・    あたたかさ・ふれあい
「 人   権 」・・・   じんけん

2012年3月 第91号
山北町教育委員会

「
そ
ん
な
話
は
聞
い
て
い
な
い
。

　
　
　

     

つ
ん
ぼ
桟さ

敷じ
き
じ
ゃ
な
い
か
。」

と
い
う
言
い
方
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

そ
の
物も
の
ご
と事
に
関か
ん
け
い係
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
情
報
や
事じ

じ
ょ
う情
を
聞
か
せ
て
も
ら

え
な
い
立
場
や
位い

ち置
、
と
い
う
意
味
で

使
わ
れ
ま
す
が
、
聴

ち
ょ
う
か
く覚
障し
ょ
う
が
い
し
ゃ

害
者
に
対
す

る
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
助
長
す
る
と

い
う
こ
と
、
さ
ら
に
「
そ
ん
な
話
は
聞

い
て
い
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
、
マ
イ

ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
強

き
ょ
う
ち
ょ
う

調
し
て
い
て
、
差

別
表
現
の
典て

ん
け
い型
で
す

　と も だ ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詞　　　　：mon ＆大島一樹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作　　　曲：mon
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補作・編曲：石橋序佳

「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
」
と
は
、
本ほ
ん
ら
い来
社
会
的

少し
ょ
う
す
う
し
ゅ
う
だ
ん

数
集
団
を
意い

み味
し
、
そ
の
集
団
に
属ぞ
く
す
る
こ
と

で
、
社
会
的
な
偏へ
ん
け
ん見
や
差
別
の
対た
い
し
ょ
う象に
な
っ
た
り
、

不ふ

利り

益え
き
を
被こ
う
むる
こ
と
を
前ぜ
ん
て
い提
に
し
た
呼よ

び
方か
た
で
す
。

日
本
で
は
「
社
会
的
弱
者
」
と
理り

解か
い
さ
れ
て
お
り
、

次
の
よ
う
な
人
々
が
位い

ち置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
信し
ん
じ
ゃ者
の
少
な
い
宗
し
ゅ
う
き
ょ
う
教
の
信
者
、
信し
ん
徒と

・
同
和
地ち

く区
出し
ゅ
っ
し
ん
し
ゃ

身
者

・
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
の
性せ
い
て
き的
少
数
者　

・
在ざ
い
に
ち
が
い
こ
く
じ
ん

日
外
国
人
、
特
に
在
日
韓か
ん

　
国こ
く･

朝ち
ょ
う
せ
ん鮮
人
や
日に
っ
け
い
じ
ん

系
人

・
ホ
ー
ム
レ
ス

・
少
数
民み
ん
ぞ
く族（
ア
イ
ヌ
民
族
等
）

・
エ
イ
ズ
、ハ
ン
セ
ン
病
等
、感か
ん
せ
ん
し
ょ
う
か
ん
じ
ゃ

染
症
患
者
及
び
元も
と

患
者

さ
ら
に
、
社
会
状じ
ょ
う
き
ょ
う
況
の
変へ
ん

化か

の
影え
い
き
ょ
う響を
受
け
や

す
い
立
場
と
し
て
、
子
ど
も
や
女
性
、
高こ
う
れ
い
し
ゃ

齢
者
、

刑け
い

を
終お

え
て
出し
ゅ
っ
し
ょ所し
た
人
等
も
そ
の
中
に
加
え
ら

れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
人
権
を
守
る
た
め
に
は
、

私
た
ち
が
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
対
す
る
差
別
や

偏
見
が
生
じ
る
歴
史
的
、
社
会
的
背
景
を
し
っ
か

り
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
努

力
す
る
一
人
ひ
と
り
の
取
組
み
は
、
お
た
が
い
の

「
人
権
」
を
尊そ
ん
ち
ょ
う重
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ひ
い
て
は

個
々
の
人
権
感か
ん
か
く覚

を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
が
急き
ゅ
う
そ
く速

に
変
化
す
る
中
で
生
じ
て

き
た
人
権
課か

題だ
い

と
し
て
、「
ち
が
い
」（
特
に
身か
ら
だ体

や
性
に
関
す
る
こ
と
）
を
理
由
に
差
別
や
偏
見
を

被
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。「
ち
が
い
」
を
「
個こ

性せ
い

」

と
し
て
認
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
社
会
が
、
今
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ラ
ム
「
こ
と
ば
と
人
権
」

第62回全国人権・同和教育研究大会　　佐賀大会イメージソング

キミは知
し

ってるかい？　この星
ほし

には
明
あ し た

日が来
こ

ない　ともだちがいるんだ

キミは知
し

ってるかい？　この星
ほし

には
明
あ し た

日が来
こ

ない　ともだちがいるんだ

ケンカできるって　ステキなこと
それもこれも　明

あ し た
日があるから

同
おな

じ時
じ か ん

間を　生
い

きてるキセキ
青
あお

い空
そら

なら　つながってると　　　

キミは知
し

っているね　なにができるか　　　
明
あ し た

日に会える　ともだちがいるんだ

知
し

らないままじゃ　悲
かな

しいこと
わかることが　明

あ し た
日に向かって

同
おな

じ時
じ だ い

代で　出
で あ

会えたキセキ
暗
くら

い夜
よる

でも　朝
あさ

は来
く

るって

笑
わら

いあえるって　うれしいこと
それもこれも　明

あ し た
日があるから

同
おな

じ時
じ か ん

間を　生
い

きてるキセキ
みんなどこかで　つながっている

同
おな

じ時
じ だ い

代で　出
で あ

会えたキセキ
みんなどこかで　つながっている
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子
育
て
っ
て

　
　
い
い
ね
！

お
父
さ
ん　
佐
藤　
一
宏
さ
ん

お
母
さ
ん　
　
　
　
チ
エ
ミ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
煌き

ら
と斗

く
ん　
３
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
瑠る

の乃
ち
ゃ
ん　
１
歳

お
じ
い
さ
ん　
　
　
道
明
さ
ん

お
ば
あ
さ
ん　
　
　
真
由
美
さ
ん

お
じ
さ
ん　
　
　
　
浩
司
さ
ん

ひ
い
お
じ
い
さ
ん　
靖
男
さ
ん

ひ
い
お
ば
あ
さ
ん　
み
ち
江
さ
ん

佐藤さん
ご家族

＜山市場＞

武
あ
つ
子
さ
ん
は
、
現
在
山
北
町
婦
人
会

連
絡
協
議
会
会
長
（
山
北
婦
人
会
会
長
が
兼

務
）
を
務
め
ら
れ
て
お
り
、
過
去
27
年
以
上

に
わ
た
り
、
婦
人
会
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
武
あ
つ
子
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

婦
人
会
に
入
ら
れ
た
き
っ
か
け
な
ど
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

「
元
々
は
、
住
ん
で
い
る
地
域
で
み
ん
な

一
緒
に
婦
人
会
に
入
り
ま
し
ょ
う
と
声
を
掛

け
て
い
た
だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
入
ら

せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
年
を
重
ね
る

に
つ
れ
、
役
員
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
平
成
21
年
に
は
山
北
婦
人

会
の
副
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の

で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
創
立
60
周
年
の
記
念
事

業
が
行
わ
れ
る
年
で
し
た
。
大
役
と
は
思
い

ま
し
た
が
、
当
時
の
会
長
や
こ
れ
ま
で
の
諸

先
輩
方
の
ご
苦
労
に
報
い
る
た
め
に
、
私
も

出
来
る
限
り
の
こ
と
を
し
よ
う
と
思
い
携
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。」

婦
人
会
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

「
町
の
婦
人
会
は
、
山
北
、
清
水
、
三
保

の
婦
人
会
で
連
絡
協
議
会
を
組
織
し
て
い
て
、

山
北
婦
人
会
に
は
山
北
支
部
と
向
原
支
部
が

あ
り
ま
す
。
町
外
単
位
で
は
、
足
柄
上
地
区

婦
人
団
体
連
絡
会
と
し
て
山
北
町
、
開
成
町

の
両
婦
人
会
で
の
活
動
も
行
っ
て
い
て
、
町

の
婦
人
会
組
織
と
し
て
は
１
５
０
名
ほ
ど
、

足
柄
上
地
区
で
は
２
８
０
名
ほ
ど
の
会
員
で
、

各
組
織
相
互
に
協
力
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

婦
人
会
で
は
、
役
員
研
修
会
や
人
権
研

修
会
な
ど
を
通
し
て
学
ぶ
「
教
養
」、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
な
ど
に
よ
る
「
親
睦
」、

介
護
施
設
で
の
手
伝
い
や
入
所
者
と
の
交
流

を
行
う
「
奉
仕
」
の
３
つ
を
基
本
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
町
単
位
で
は
、
福
祉
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
タ
や
健
康
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
行
事
へ
の
協
力
や
、
イ
ベ
ン
ト

で
の
ソ
ー
ラ
ン
山
北
へ
の
参
加
を
行
っ
て
い

ま
す
。
３
月
末
か
ら
４
月
上
旬
に
か
け
て
は
、

中
央
公
民
館
で
会
員
の
方
や
公
募
し
た
方
が

製
作
し
た
吊
る
し
雛
を
展
示
す
る
事
業
も

行
っ
て
い
ま
す
。

足
柄
上
地
区
単
位
で
は
、
他
町
の
事
業
に

協
力
を
し
た
り
、
交
通
安
全
週
間
に
合
わ
せ

て
関
係
機
関
と
連
携
し
、
街
頭
で
の
折
り
鶴

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
り
と
、
幅
広
く
活

動
を
し
て
い
ま
す
。」

活
動
さ
れ
て
い
て
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
は

あ
り
ま
す
か
。

「
現
在
、
婦
人
会
は
高
齢
化
が
進
ん
で
き

て
い
ま
す
。
是
非
若
い
方
に
も
入
っ
て
い
た

だ
い
て
、
活
力
を
お
貸
し
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
先
輩
方
が

一
生
懸
命
や
っ
て
こ
ら
れ
た「
教
養
」「
親
睦
」

「
奉
仕
」
の
精
神
の
婦
人
会
活
動
が
、
永
く

続
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

町
の
人　武　

あ
つ
子
さ
ん

（
山
北
町
婦
人
会
連
絡
協
議
会
会
長
）

私
た
ち
家
族
は
、
夫
、
煌
斗
（
３
歳
）、

瑠
乃
（
１
歳
８
か
月
）、
夫
の
両
親
、
ひ

い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

夫
の
弟
の
９
人
家
族
で
す
。
ひ
い
お
じ
い

ち
ゃ
ん
と
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
、
煌

斗
と
瑠
乃
の
こ
と
を
よ
く
み
て
も
ら
っ
て

い
る
の
で
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

煌
斗
は
、車
の
お
も
ち
ゃ
が
大
好
き
で
、

い
と
こ
か
ら
大
量
に
も
ら
っ
た
ミ
ニ
カ
ー

で
い
つ
も
遊
ん
で
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
目

を
離
し
た
隙
に
は
、
部
屋
中
、
車
の
お
も

ち
ゃ
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
る
と
き
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
で
も
大
事
な
車
の
お
も
ち
ゃ

だ
か
ら
か
、
ち
ゃ
ん
と
お
片
付
け
を
し
て

く
れ
る
の
で
助
か
り
ま
す
。

瑠
乃
は
、
お
に
い
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に

な
っ
て
イ
タ
ズ
ラ
を
し
て
、
お
て
ん
ば
な

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
り
、
一
人
遊
び
を
し
た

り
と
、
毎
日
マ
イ
ペ
ー
ス
で
遊
ん
で
い
ま

す
。
最
近
は
、
お
に
い
ち
ゃ
ん
と
お
ま
ま

ご
と
を
し
て
い
て
、「
は
い
、
ど
う
ぞ
！
」

や
、「
お
い
し
？
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
し
ゃ

べ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
お
に
い

ち
ゃ
ん
と
の
や
り
と
り
を
楽
し
み
な
が
ら

見
て
い
ま
す
。

二
人
は
、
親
戚
の
お
じ
さ
ん
と
お
ば

さ
ん
が
大
好
き
で
、
車
の
音
が
聞
こ
え
て

家
の
前
に
と
ま
る
と
、
急
い
で
窓
の
方
へ

走
っ
て
行
き
、
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
が

来
て
大
は
し
ゃ
ぎ
。

家
族
や
親
戚
の
み
ん
な
に
か
わ
い
が
ら

れ
て
、
煌
斗
と
瑠
乃
は
幸
せ
だ
な
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
成
長
す
る
二

人
を
楽
し
み
に
、
子
育
て
頑
張
り
ま
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
チ
エ
ミ
さ
ん
）
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役場インフォメーション　～教えて、役場のこと～

●定住総合対策の推進について
Ｑ：定住総合対策とはどのようなことですか？
Ａ：人口減少に歯止めをかけるために、「山北駅北側元気づ

くりプラン」や「東山北１０００まちづくり基本計画」
などいろいろな定住促進事業を行っています。

●やまきた定住相談センターについて
Ｑ：町内に住まいをさがしているが、どこに相談すればよい

ですか？
Ａ：移住や定住を考えると、わからないことがたくさん出

てくると思います。そんな不安にお答えするために「や
まきた定住相談センター（定住対策室内）」を設けて、
移住や定住についての情報提供や住まいの取得までの
ご相談を受けています。また、住まいについては、「空
き家バンク」で売家、貸家、売地についての情報提供
をしておりますので、お気軽に相談ください。

●町営住宅の管理・運営について
Ｑ：町営住宅に入居したいのですが、入居条件について教え

てください。
Ａ：町営住宅の主な募集条件は、次のとおりとなります。
　　①町内在住または在勤していること
　　②町税及び町公共料金に滞納がないこと
　　③現在、住宅に困窮していること
　　④一般の世帯の場合、家庭で月あたりの所得が158,000円

以下であること（60歳以上の高齢者または障害者の
世帯の場合、214,000円以下）

●住まいづくり応援制度について
Ｑ：住まいを取得するのは大変だが、住まいの取得に際し

て、町からの支援が何かありますか？
Ａ：町では、みなさんの住まいの取得を応援するために、

様々な制度を準備しています。
　　例えば、子育て世帯等が住宅を新築した際の祝い金とし

て「新築祝い金制度」、町内の空家に町外から転入した
際の「空家活用助成金」の交付、住宅の新築・増築等
に際しての「利子補助制度」などがあります。

　　①新築祝い金制度
　　　町外から転入または町内で転居し、住宅を新築する世

帯主・建築主（50歳未満）を対象に、1世帯につき1
回限り20万円を支給します。

　　②空家活用助成金
　　　空家の取得・利用を希望する町外居住者に対して、居

住環境の整備や空家活用等に必要な費用を10万円以
内で助成します。

　　③勤労者等住宅資金利子補助制度
　　　町内に自己住宅を取得する際に、町が指定した金融機

関から住宅資金の融資を受けた場合は、町より支払
利子の一部を補助します。

【問合せ】定住対策室　定住対策班（電話）７５－３６５０

このコーナーでは、役場の部署（課、室など）の仕事の一部を、毎月Ｑ＆Ａ形式で紹介していきます。
第11回目は 定住対策室 です。

あなたに身近なサービスを！
ご存知ですか？電子申請・届出システム

町職員の人事異動等

現在、神奈川県と県内市町村が合同で行政手続きの
オンライン化を進めています。いつでもどこでも県や町
の各種申請、手続きをすることができます｡

電子申請サービスホームページ
　　     https://www.asp-e-kanagawa.lg.jp/portal/

○現在、町で行っているサービスは
・粗大ごみ収集申込　 ・畜犬登録廃止 ・畜犬登録事項変更
・町営住宅駐車場返還 ・町営住宅返還 ・給水栓使用開始
・給水栓使用中止
※これらのサービスは、個人情報保護も配慮した高度な

セキュリティシステムのもとで運用されています。

【問合せ】　電子申請サービスコールセンター
　　　　　　　　　　（電話）０５７０－００５３５３
　　　　　企画財政課企画班（電話）７５－３６５２

［退職者］　　　　　　　　（平成２４年１月３１日付け）
氏　　　名 旧　所　属

佐々木　拓　馬 町民課町民班主事補

「水道水の放射性物質濃度について」
町では、水道水の放射性物質濃度の測定を実施しています。

測定の結果、放射性物質は検出されていません。

○直近の採水日時
　平成２４年２月２日（木）
　午前８時３０分

○採水場所
　皆瀬川浄水場（山北町山北３７０１）

○検査結果（浄水）
　・セシウム（Ｃｓ１３４）　　不検出
　・セシウム（Ｃｓ１３７）　　不検出
　・ヨウ素  （Ｉ１３１）　　　不検出

○過去の検査結果
　　過去１７回の検査を実施し、すべ

てにおいて放射性物質は検出されて
いません。

※今後、町では県内各地の測定結果等の情報収集に努め、その
状況に応じて対策を進めていきます。

【問合せ】生活環境課上下水道班
　　　　 （電話）７５－３６４５

「水道水の放射性物質濃度について」
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山北町
健康福祉センター
山北町山北1971-2
（電話）75－0822
（FAX）76－4592

第95号
子
ど
も
を
持
つ
親
同
士
の
交
流
と
情
報
交
換
を
目
的
と

し
て
活
動
す
る
「
元
気
っ
子
く
ら
ぶ
」
が
、
今
年
度
設
立

20
周
年
を
迎
え
、
２
月
14
日
に
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
町

長
を
迎
え
て
記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。
小
さ
な
お
子
さ
ん

を
抱
え
な
が
ら
、
何
度
も
打

ち
合
わ
せ
を
し
た
手
作
り
の

記
念
誌
も
発
行
し
ま
し
た
。

「
元
気
っ
子
く
ら
ぶ
」
は
、

平
成
２
年
に
保
健
所
が
実
施

し
て
い
た
母
親
父
親
教
室
の

卒
業
生
が
集
ま
っ
て
で
き
た

サ
ー
ク
ル
で
、
毎
月
、
季
節

の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
親
子
や
仲
間
た
ち
と
の
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。
毎
年
、

会
の
代
表
が
変
わ
っ
て
も
20

年
続
い
た
こ
と
は
、
子
ど
も

同
士
・
親
同
士
で
育
て
合
い

し
た
い
と
い
う
親
の
願
い
が

継
続
の
力
と
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
館
日
は
、

平
日
の
10
時
か
ら
15
時
が
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
で
す
。
毎
月
第
一
土
曜
日
も
開
け
て
い

ま
す
。
子
育
て
に
つ
い
て
の
相
談
や
悩
み

事
も
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
お
話
を
伺

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
　
　

電
話　

75

－

０
８
１
８

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
に
頑
張
る
親
を

応
援
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
の
場
、
子
育
て
仲

間
の
交
流
の
場
で
あ
る
ほ
か
、
子
ど
も
を

遊
ば
せ
な
が
ら
行
う
サ
ー
ク
ル
の
打
ち
合

わ
せ
の
場
、
水
中
運
動
や
運
動
サ
ー
ク
ル

に
参
加
す
る
お
母
さ
ん
の
た
め
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ま
み
ぃ
」が
行
う
託
児
の
場
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
開
設
8
年

目
に
な
り
ま
す
が
、
近
隣
市
町
の
子
育
て

世
代
か
ら
と
て
も
人
気
が
高
く
、
利
用
す

る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
孫
と
祖

父
母
の
組
み
合
わ
せ
の
利
用
も
多
い
の
が

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
に
な
っ
て
い
ま
す
。

少
子
化
が
進
む
中
、
子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

元
気
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5022組
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29.8％

町外（組数） 町内（組数）

4778 組
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34.7％
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50％50％
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手作りの記念誌創立 20周年記念式典の様子

多くの親子が参加されました

子育て支援センターで楽しくお昼ごはん
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№ 2 2 8

心の豊かさは学びから
「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」

山北町中央公民館まつりを開催します。皆様、お誘いあわせのうえ、是非お越しください。

２月４日（土）からの１２日（日）まで、山北町中央公民館まつりを開催しました。
５日（日）の芸能発表会や１２日（日）の公民館コンサートなど、期間中はどのイベントもたくさんの方々にお越しいただきました。
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＊３月２日（金）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。
＊３月２日（金）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。
＊３月２日（金）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

「ローズマリー」サークル体験教室
大人のジャズ体操サークルです。ストレッチを取り入れ筋力アップをはかりながら音楽にあわせて楽しく
気持ち良く体を動かします。日常の運動不足解消にどうぞ。
日　時　３月２８日（水）１０：００～１２：００　　　　内　容　ストレッチとジャズ体操
参加費　無料　　　　　　　　　　　　　　　　
対　象　一般（定員２０名）　　　　　　　　　　　　　　持ち物　動きやすい服装・飲み物・タオル

◎ 教室についての申し込み、問い合わせは中央公民館事務室Tel（75）3131までどうぞ！

～子ども達が１年間がんばって練習してきた成果を
　すてきなメロディーにあわせて発表します。皆様、ぜひお越しください！～
日　時　３月１７日（土）１４：００開演　　　場　所　１階 多目的ホール
内　容　「手のひらを太陽に」・「ひょっこりひょうたん島」ほか

～ピアノ・サックス・フルートの
　ハーモニーを聴きにぜひお越しください！～
日　時　３月１８日（日）１５：００開演　　　場　所　１階 多目的ホール
内　容　ピアノソナタ「熱情」・アンサンブル「ピーターと狼」ほか

～１年間練習してきた子ども達の演劇と、
　かわいいダンスを発表します。皆様、ぜひご覧ください！～
日　時　３月２４日（土）１４：００開演　　　場　所　１階 多目的ホール
内　容　「春休みの大冒険」・「森の神々とマルーシカ」・「ダンスレビュー」ほか

前回のイベントから

お知らせ

ロビー展示 開催しました
山北町の環境を考える会 写真展示
【２月４日（土）～１２日（日）】
山北町の環境を考える会 写真展示
【２月４日（土）～１２日（日）】

四季を走る あさぎり号 写真展
【２月１８日（土）～１９日（日）】
四季を走る あさぎり号 写真展
【２月１８日（土）～１９日（日）】

親子でバレンタイン！～チョコレートのお菓子を作ろう～
【１月２９日（日）】
　沼田 陽子さんを講師にお招きして生チョコレートを作りました。
　簡単に作れて本格的な味に仕上がりました。

ロビー展示のお知らせ

桃の節句～つるし雛飾り～
日　時　３月２７日（火）～４月５日（木）９：００～１７：００　　場　所　１階ロビー
問合せ　山北婦人会　武 あつ子　℡（７５）０８３６

入場自由・無料
ジュニアコーラス ミニコンサート

入場無料・要整理券
（中央公民館にて配布中）

クラシック音楽連盟コンサート

入場自由・無料
ワンダーランド 春の公演

広報やまきた　平成24年3月号　No.685 12広報やまきた　平成24年3月号　No.68513



日

4
11
18
25

月

5
12
19
26

火

6
13
20
27

水

7
14
21
28

木
1
8
15
22
29

金
2
9
16
23
30

土
3
10
17
24
31

3 月
日
1
8
15
22
29

月
2
9
16
23
30

火
3
10
17
24

水
4
11
18
25

木
5
12
19
26

金
6
13
20
27

土
7
14
21
28

4 月

忘れ物の引き渡しについて忘れ物の引き渡しについて
中央公民館に置き忘れとなっている物品について、3月13日（火）から3月20日（火）までの間

展示をいたします。お心当たりの方は中央公民館までおいでください。

引き渡し場所　事務室前
拾 得 物 品　平成23年3月から平成24年2月までの忘れ物

帽子・ハンカチなど

＊ 都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

※      　は休館日、    　 は祝日。
     　    は蔵書点検のため、図書室のみお休みさせていただきます。【3月7日(水)～15日(木)】

※中央公民館（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。 ただし、祝日の翌日は休館になります。

休 館 日

※中央公民館（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。 ただし、祝日の翌日は休館になります。

休 館 日

3 月 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

3 土

ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館
しいたけのほだ木作り教室 １ 階 ロ ビ ー ９：３０ 申込者 中央公民館
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館
おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

８ 木 つるし雛作り教室⑥ 第 ３ 会 議 室 １３：３０ 申込者 中央公民館

10 土 ワンダーランド 多目的ホール ９：３０ 申込者 中央公民館
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

13 火 中央公民館 忘れ物引き渡し期間
（～２０日） 事 務 室 前 ９：００ 対象者 中央公民館

14 水
お話ボランティア養成講座

「子どもの心を豊かに育てる
  ・絵本から広がる世界」④

第 １・２・３
会 議 室 １０：００ 申込者 中央公民館

17 土

ワンダーランド 視聴覚ホール ９：３０ 申込者 中央公民館
第１１回
ジュニアコーラス ミニコンサート 多目的ホール １４：００ 自　由 中央公民館

おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

18 日 第１７回
クラシック音楽連盟コンサート 多目的ホール １５：００ 自　由 山崎 美恵子　　☎（75）0783

22 木 ワンダーランド 多目的ホール １３：００ 申込者 中央公民館
23 金 ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館
24 土 ワンダーランド 春の公演 多目的ホール １４：００ 自　由 中央公民館

25 日 山北中学校吹奏楽部
第１４回スプリングコンサート 多目的ホール １４：００ 自　由 山北中学校

齋藤　隆夫　　☎（75）0755

27 火 桃の節句～つるし雛飾り～
（～４月５日） １ 階 ロ ビ ー ９：００ 自　由 山北婦人会

武　あつ子　　☎（75）0836

28 水 「ローズマリー」サークル体験教室 多目的ホール １０：００ 申込者 中央公民館
31 土 春休み親子映画鑑賞会 視聴覚ホール １３：３０ 自　由 中央公民館
4 月（前半） 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ
7 土 おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館
10 火 山北町写真同好会 写真展（～２２日） １ 階 ロ ビ ー １３：００ 自　由 関　　昭男　　☎（75）1448
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図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内

①　３月　３日（土）
絵本「てぶくろ」ほか
    （おはなしボランティア「クローバー」）
②　３月１７日（土）
絵本「はじめてのもり」ほか
    （おはなしボランティア「ゆめ」）
③　４月　７日（土）
絵本「せんたくかあちゃん」ほか
    （おはなしボランティア「クローバー」）
●時　間　１４：３０～１５：００
●場　所　親子室（図書室内）

☆ 今月の新着本案内 ☆

書　　　名   著  者  名  等
道化師の蝶
共喰い
親鸞　激動篇（上下）
所轄魂
手づくり製本の本

円　城　　　塔
田　中　慎　弥
五　木　寛　之
笹　本　稜　平
嶋　崎　千　秋

◆ 一 般 書

書　　　名     著  者  名  等
炎路を行く者
おとうちゃんとぼく
３．１１が
教えてくれた防災の本２
ぞうはどこへいった？
図解東京スカイツリーのしくみ

上　橋　菜穂子
にしかわおさむ

片　田　敏　孝

五　味　太　郎
N H K 出 版

◆ 児 童 書

蔵書点検って何するの？蔵書点検って何するの？

蔵書点検のお知らせ蔵書点検のお知らせ
３月７日（水）から１５日（木）まで蔵書点検のた

め図書室をお休みします。ご不便をおかけします
が、ご協力お願いします。

展示本コーナー
☆今月のおすすめ本  ～東日本大震災から１年～
３月１１日の震災から１年経ちます。原発事故や

被災地の復興など問題となっている事についての
本を集めました。
～2012年本屋大賞ノミネート作品特集！～　
　今年も全国４３１書展の店員さんが選んだ

「本屋大賞」のノミネート作品（上位１０作品）が
発表されました。図書室では全作品を集めて展示
します。大賞受賞作を予想しながら、読み比べて
みてはいかがですか？

図書室の資料全部（約
６万冊）の情報を、「ハン
ディーターミナル」という
機械で読み取り、正しい
場所に資料があるか・貸
出ができるのか、など資
料状態を確認します。
また、利用しやすいよ

うに棚の配置換えや整理
をします。

　　利用時間は、９：００～１８：００です。
　　（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
　　新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
　　図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
　　ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
　　静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
　　休館日の図書の返却は、中央公民館入口横の図書返却ポストをご利用ください。
　　（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
　　清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
　　インターネットで図書室の蔵書検索・予約ができます。
　　（アドレスは、http://webymkt.yama-lib-unet.ocn.ne.jp/です。）
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町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

ゆ な

そ う す け

り か

ゆ い か

さ ら ん

平　山　山　﨑　結　菜（女）和　人・香　里
上清水　今　村　颯　佐（男）敏　雄・英梨奈
堂　山　増　井　莉　華（女）弘　幸・真由美
班　目　常　盤　結　佳（女）光　征・己　枝
尺里東　青　木　咲　蘭（女）　武　・啓　子

※今回の掲載分は、平成２４年１月１６日から平成２４年２月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

平　山　　小　瀨　高　德（男）８２歳　本　人
萩原下　　關　　　美　園（女）８１歳　　〃　
田屋敷　　石　井　正　夫（男）７８歳　　〃　
根　下　　牛　山　虎　雄（男）７３歳　　〃　
湯　坂　　猿　渡　文　子（女）８２歳　　〃　
尺里東　　矢　後　一　三（男）８８歳　　〃　
上本村　　　　野　彌　市（男）８３歳　　〃　
　〃　　　佐　藤　恒　丸（男）８３歳　　〃　
　〃　　　鈴　木　一　男（男）７３歳　　〃　
　〃　　　渡　辺　朋　平（男）９８歳　　〃　
村　雨　　髙　﨑　平八郎（男）７８歳　　〃　
山　下　　髙　田　蒔　子（女）７３歳　　〃　
　畑　　　森　　　カ　タ（女）８７歳　　〃　
　〃　　　山　﨑　利　子（女）８４歳　　〃　
宮　地　　髙　橋　はつ江（女）９２歳　章　蔵
　宿　　　漆　畑　孝　江（女）６５歳　忠　行
原耕地　　石　渡　百合子（女）８９歳　誠　一
峰　下　　岩　井　京　子（女）８１歳　　曻

山北　 54mm（002mm）
三保　 26mm（003mm）

山北　 3.0℃（ 1.5℃）
三保　 2.6℃（ 1.4℃）

※（　）内は平成23年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

男
女
計

5,766人
6,067人
11,833人

（－09人）
（－11人）
（－20人）

世帯数　4,225世帯（ｰ1世帯）
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陸上自衛隊員が町内を行進

上官の指揮により訓練開始

会場内を笑いで包みました

僕にもできるかな

重い装備でも隊列は乱れません 山北町代表チーム

１月１３日、陸上自衛隊駒門駐屯地の隊員による、
町内を行進する訓練が行われました。

市町村対抗 かながわ駅伝競走大会
２月１２日、第６６回市町村対

抗かながわ駅伝競走大会が秦野市
中央運動公園から県立相模湖公園
までの５１．５ｋｍの区間で開催
されました。
スタートからゴールまでの７区

間を、県内の市町村３０チームの
選手たちが駆け抜け、山北町代表
チームは、総合で２８位、町村の
部で９位という結果を残しました。

この訓練では、
役場を起点・終点
として向原、岸、
平山地区を行進
し、地形の把握や
危険箇所の確認な
どが行われまし
た。
重い装備品を背
負いながらも、隊
列を乱すことなく
行進する隊員の姿
はとても力強く、
そして非常に頼も
しく見えました。

県指定無形民俗文化財
             世附の百万遍念仏  

２月１１日と１
２日、向原の能安
寺道場で、世附の
百万遍念仏が披露
されました。
巨大な滑車に取
り付けられた約９
ｍの大数珠が勢い
よく回されると、

観客からは大きな拍手が
起こりました。
数珠廻しの後は、姫の
舞や剣の舞、おかめの舞
など様々な舞いや神楽が
行われ、最後は道場の中
央に置かれた大太鼓の周
囲に大勢の人が集まり、
大太鼓を叩きながら念仏
を唱えます。太鼓が打ち
終わると、疫病よけにな
るといわれる縁起物のシ
メ縄を、集まった人々が
取り合い、大盛況のうち
に終了しました。

鬼は～そとっ！福は～うちっ！
２月３日の節分の日、山北幼稚園とわかば保育園の

園児たちが室生神社で豆まきをしました。
色鮮やかな

鬼のお面をか
ぶった園児た
ちは、お参り
を済ませたあ
と、自分の中
にいる「泣き
虫 鬼」や「い
じわる鬼」を
追 い 出 し て、
１年間元気に
遊べるように
大きな声で豆
をまきました。

懸命にたすきを
つなぎました

わかば保育園の園児わかば保育園の園児

山北幼稚園の園児山北幼稚園の園児

「世附の百万遍念仏」今月の表紙
今月号の表紙は、２月１１日、１２日に行われた世附の百万遍
念仏での、数珠回しの様子です。
大数珠を連続して回すために、全身を使って引いては投げ

る、その力強い様子を写しました。

県内市町村の広報紙を審査する平成２３年度神奈川
県広報コンクールの１枚写真部門において、「広報や
まきた」が佳作に入選いたしました。
日ごろの取材へのご協力に感謝申し上げますととも

に、今後も皆さまに親しまれる紙面作りに努めて参り
ますので、ご愛読の程お願いいたします。


